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豊岡市における取り組み

■1年目 2011（平成23）年度 但東町資母・合橋・高橋地区への関わり（一部過疎）

■2年目 2012（平成24）年度 但東町資母・合橋・高橋地区への関わり（一部過疎）

■3年目 2013（平成25）年度 新しい地域コミュニティのあり方検討委員会設置

■4年目 2014（平成26）年度 「新しい地域コミュニティのあり方方針」策定（モデル地区1年目）

■5年目 2015（平成27）年度 地域コミュニティ政策推進会議設置（モデル地区2年目）

■6年目 2016（平成28）年度 地域コミュニティ政策推進会議継続（モデル地区3年目）

■7年目 2017（平成29）年度 地域コミュニティ組織設立（全29地区）

■8年目 2018（平成30）年度 地域コミュニティビジョン策定委員会設置

■9年目 2019（令和１）年度 「地域コミュニティビジョン」策定

■10年目 2020（令和２）年度 地域づくり戦略会議設置・中間支援組織設立・

地域づくり職員ネットワーク設置

■11年目 2021（令和３）年度 「支えあう地域のしくみを考えるアンケート調査」の実施

■12年目 2022（令和４）年度 「支えあう地域のしくみを考えるアンケート調査」報告会の実施

■13年目 2023（令和５）年度 「地域コミュニティチェックシート」試行 2

Ⅰ はじめに

＜共同研究追加情報＞
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豊岡市人口及び年齢階級別人口割合の変化：2023年12月22日公表
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Ⅱ 地域をとりまく状況の変化



マクロ・グローバルな要因 → 影響は地域コミュニティへ

少子化・高齢化が急速に進展

人口減少による労働者の減少

ライフスタイルの多様化

多様性理解の深化

経済格差の拡大

環境問題の深刻化

自然災害の大規模化・多発化

2024年問題
働き手不足

空き家の
増加

農業の担
い手不足

耕作放棄地
の増加

共働き
家庭の増加 ひとり親

世帯の増加

男女共同
参画 外国人

居住者の
増加 非正規

雇用の増加

貧困問題・
ヤング
ケアラー

地球温暖
化問題

集中豪雨
大地震・
大津波

「これまで」と「これから」は違う （兵庫県佐用町資料より作成） 4



個人農家（自助）・地縁的組織（互助）を補完する共助組織

5

民間サービス公共サービス

行政区 行政区 行政区

公助

自助
・
互助

（地縁）

自助

共助
（志縁）

地域運営組織：地域コミュニティ

イエ
（世帯）

人
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地域のあり方を
見直さざるを得ない

広島市も
地域運営組織を

設立
全：140校区（予定）
人口：約120万人



「縮充」社会の構築
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■「縮充」の定義

「地域を持続させるために必要な最低限の人口を

維持するとともに，人口が減ることを前提とした

豊かに暮らしていく仕組みづくり」

[縮] 将来を見据えて、これまでの
やり方や考え方を変えていくこと

[充] 「楽しさ」「やりがい」「若者の参画」
 「女性の活躍」「関係人口推進」などが
重要なキーワード

集落再編

集落移転

機能的再編

＜空間的移動を伴う場合＞

吸収
（別集落と合併）

既存集落に移転

＜空間的移動を伴わない場合＞

新規集落を形成

機能再編
（一部機能の代替）

統合
（新集落を設立）



（総務省報告書より転載）

持続可能な地域コミュニティの再構築：２つの方向性と４つの選択肢

8

地域コミュニティ組織
による活動

新しいアクターによる
地域活動



（飯南町志々地区資料より転載）

豊岡市「地域コミュニティビジョン」が目指す地域像
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Ⅲ 地域コミュニティ組織チェックシートの分析



（飯南町志々地区資料より転載）

地域コミュニティ組織チェックシート
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（出雲市伊野地区資料より転載）

多様な主体の参画：女性，若者，（子ども）
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島根県伊野地区：出席者の半数が女性の会
合



地域コミュニティと行政区・町内会との相互補完関係
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地域住民など「みんなで」地域を支え・盛り上げる活動

13（出雲市伊野地区資料より転載）

島根県伊野地区：裾野を広げる活動
【話し合い】



一部の人に仕事を集中させない活動

14（出雲市伊野地区資料より転載）



（島根県雲南市鍋山地区資料より転載）

補助金・交付金・自主財源：「お金」は地域を動かすツール（口実・大義名分）
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水道検針を受託
することにより
自主財源を確保

水道検針の際に
高齢者の「見守り」
を実施



住民のだれもが主体となれるために：「関わりしろ」を増やす

16（出雲市伊野地区資料より転載）

島根県伊野地区：得意分野を持つ大人が
子どもとともに楽しみながら活動



多様な主体：外国人

17（出雲市伊野地区資料より転載）

島根県伊野地区：国際ワークキャンプ
多様性を享受できる地域社会づくり



（亀岡市東本梅町資料より転載）

移住者にやさしいまちづくり：「集落の教科書」
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（「佐用町空家等対策計画」より転載）

地域を維持するためにＵＩターンを促進
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佐用町は空き家の
全数を把握している



自主防災組織を補完する地域コミュニティ組織

（七尾市「能登島地域づくり協議会」HPより転載）
20



（岡山県真庭市社集落資料より転載）

全農家・全農地一筆単位の「圃場管理システム」による農地・農家管理
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（島根県邑南町銭宝地区資料より転載）

地域福祉：高齢者，弱者の見守り体制をサポート
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島根県銭宝地区
高齢者のみ世帯の全数把握



地域商社

行政区と地域コミュニティ（地域運営組織）の補完関係

役員会
部会
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地域交通
運営協議会

地区社会
福祉協議会

民生委員

自主防災組織

観光協会

小学校
こども園

住民
支え
あい

防犯・防災

景観
環境
保全

交流
親睦

地域
公共
交通

地域
福祉

防犯
防災

学校
支援

＜守り＞ ＜攻め＞

移住
定住

買い物支援
特産品開発

＜事務局＞

コミュニティ
センター

観光
交流

農業
経営

営農法人

市場

住民合意の外だし「実行組織」（法人）
を設置することもできる

（豊岡市ＨＰより転載）

地域コミュニティ

行政区

Ⅳ これからの地域コミュニティを考える材料



「話し合い」のポイント

その１
• 「何のために集まっているかを常に確認」

その２
• 「みんなが楽しい雰囲気で」

その３
• 「色んな人の色んな意見を認める」

その４
• 「自分ごとにできるように」

その５
• 「小さなお試しから始めてみる」
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Ⅴ おわりに



豊岡市共同研究の実施体制

豊岡市
島根大学
教育学部
地理学研究室共同研究

アドバイザー
井原友建氏（地域再生研究センター）
平櫛 武氏（キタイ設計株式会社）
柏木登起（NPO法人シミンズシーズ）

研究協力アドバイス
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作野＋学生研究推進



豊岡市共同研究の実績
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豊岡市共同研究 第３期の予定

■第3期共同研究 2023年度～2025年度（予定）
①地域コミュニティによる新たな取り組みの促進（全地区訪問）
②地域コミュニティと行政区との関係とあるべき姿の解明（モデル地区）
③行政の地域コミュニティに対する向き合い方の検討（職員ネットワーク会議）
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地域課題を住民の力で解決



共同研究を通して「支えあう地域」の構築をサポート
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支えあう地域

世帯の
困りごと

地域の
困りごと

イコールではなくなっている
（「何も困っていない」と言われる要因）

豊岡市
（行政）

豊岡市
（行政）

協働施策

＜豊岡市＞
○買い物難民
○移動困難
○通院
○通学
○生活困窮
○障がい者
○農地・環境保全

＜例＞
○農業
・中山間地域等直接支払
○地域
・中心市街地対策
○保健・医療・福祉
・地域包括ケアシステム
○消防・防災
・自主防災組織

個人への政策 地域への政策
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